
１　調査の概要

（１）調査期間 令和4年2月22日～令和4年3月8日

（２）調査方法 郵送、電子申請

（３）調査対象 県政モニター　197名

（４）回収数(率) 179名（90.9%）

（５）調査内容 大気環境計画（ブルースカイ計画）改定のためのアンケート調査

２　調査結果の概要 ※回答率は、小数点第２位を四捨五入したため、合計が 100 ％にならない場合があります。

▼　大気環境に関して感じておられることなどについて、お尋ねします。

最近の晴れた日の本県の空のイメージとして、次の（１）～（３）の項目に対してどのように感じていますか。

（１）きれい （２）さわやか （３）10年程前と比べて
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本県の大気環境の現状について、どのくらい満足していますか。
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志賀原子力発電所の影響を監視する環境放射線モニタリング

大気汚染物質の発生抑制等に関する調査研究

光化学オキシダント（光化学スモッグ）対策

エコドライブ、星空観察等の大気環境保全活動

ダイオキシン類、農薬等の有害化学物質対策

大気環境（観測データ等）に関する県民への情報提供

大気汚染常時監視局等による大気汚染状況の測定及び監視

マイカー使用の自粛、公共交通機関や自転車の積極的な利用

問５ 大気環境の保全に関し、県民や民間団体が取り組んだ方が良いと思う環境保全活動は何ですか。
次の中から３つまで選んでください。

緑地保全、緑化活動

黄砂、酸性雨等による大気汚染の調査

大気中に排出される水銀対策

建築物の解体等作業における石綿（アスベスト）飛散防止対策

光化学オキシダント（光化学スモッグ）

環境放射能

建設作業、土石堆積場からの粉じん

野焼き

ダイオキシン類、農薬等の有害化学物質

工場等からの煙

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）

工場、事業場、自動車からの大気汚染物質等の排出抑制

微小粒子状物質（ＰⅯ2.5）対策

黄砂、酸性雨の対策

自動車からの排出ガス

黄砂、酸性雨

次にあげる大気環境に関する問題のうち、最近、関心のあるものは何ですか。
関心の高いものを順に３つまで選んでください。

問３

その他

問４ 大気環境計画の見直しにあたり、充実を希望する大気保全施策は何ですか。
次の中から３つまで選んでください。

蛍光灯、体温計等に含まれる水銀

石綿（アスベスト）被害

３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進によるごみ焼却量の低減

その他

その他

野焼きの自粛

エコドライブ体験会、星空観察会等の開催・参加

ふんわりアクセル等のエコドライブの実践

冷暖房中の室温の適正化、省エネ家電の購入等の省エネ対策

農薬など化学物質の過剰な利用の抑制
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▼　広域的な大気汚染について、お尋ねします。

■

■

■ 微小粒子状物質（ＰＭ2.5）

■ 黄砂

■ 酸性雨

■ 光化学オキシダント（光化学スモッグ）

■ 農薬等の化学物質

■ 水銀等の重金属類

問６ 国で発生した大気汚染物質が国境を越えて日本に飛来してきていること（越境大気汚染）を知っていますか。

問８ 越境大気汚染対策として、地方公共団体に求められる取組みは何ですか。
次の中から３つまで選んでください。

その他

地域レベルの国際環境協力

地域的な影響の調査研究

国際的な取組みに関する国への働きかけ

環境測定・監視

予測情報（ＰＭ2.5、光化学オキシダント、黄砂濃度等）の提供

越境大気汚染に関する正しい知識、情報の発信
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問７ 越境大気汚染で関心があるのは何ですか。
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▼　光化学オキシダントについて、お尋ねします。

■

■

■

■

■

注意報については知っているが、発令時の対応については知らない

注意報については知らない 45.3%

31.3%

23.5%

知らない 36.3%

問10 光化学オキシダントの濃度が一定レベルを超えた場合、県は「光化学オキシダント注意報」を発令し、健康被害を防
止するため、屋外での活動や自動車の運転を控えるなどの対応を呼びかけています。
このことについてあてはまるものを１つだけ選んでください。

注意報について知っているし、発令時の対応も知っている

問９ 光化学オキシダントの濃度が一定レベルを超えると、目がチカチカしたり、のどが痛くなったりすることを知っています
か。

知っている 63.7%

問12 光化学オキシダント対策として、地方公共団体に求められる取組みは何ですか。
次の中から３つまで選んでください。

その他

地域レベルの国際環境協力

国際的な取組みに関する国への働きかけ

自動車からの排出ガスの排出抑制

工場、事業場からの原因物質の排出抑制

光化学オキシダント濃度の予測情報の提供

発生源等の実態把握のための調査研究

光化学オキシダント注意報発令時の迅速かつきめ細やかな情報提供

光化学オキシダントに関する正しい知識、情報の発信

問11 「光化学オキシダント注意報」は、県内約1,300機関を通じて、県民の皆さんに情報提供しています。発令時の情報提
供について、どのような方法で行われることが望ましいですか。
次の中から３つまで選んでください。

その他

県や市町村のホームページへの掲載

学校や福祉施設等を通じた情報提供

県民へのメール・ＳＮＳでの連絡

市町村等の広報車や防災行政無線での周知

テレビやラジオの速報
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